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１．標準仕様書3.0版案のおもな対応概要（１/２）

№ 検討の論点
見直しの
契機

標準仕様書3.0版案の対応内容

1
【予防接種】
予防接種事務デジタル化対応

制度改正

○予防接種事務デジタル化の全体像は、厚生労働省における「予防接種事務デジタ
ル化等事業」で検討されており、当事業で制定された、業務要件定義書を参考に、標
準仕様書への反映を行った。
・業務フローの新規作成
・別紙２－１ 機能・帳票詳細要件に、予予システムとの各種連携機能を追加
・別紙２－２ 管理項目に、新規項目を追加
・適合基準日は「令和８年４月２日以降の日付で検討中」としている
など
○予防接種デジタル化対応で追加した管理項目の、基本データリストへの反映につ
いて、既存の接種種類コードや、回数と予防接種管理番号が意味合いが同じ項目が、
主キー外部キーで重複することや、各項目の桁型選択肢などが確定していない状態
であるため、基本データリストの記載は時期尚早ではないかと、デジタル庁に申し送
りをした。

2
【予防接種】
五種混合ワクチン、新型コロナワクチンの定期接種
化対応

制度改正

○令和６年４月から、五種混合ワクチンおよび新型コロナワクチンが定期接種となっ
たため、本編の予防接種分野の標準化範囲事業を修正した。
○臨時接種制度（新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する手引き、
VRS 等）に基づく記載を全体的に削除した。

3
【母子保健】
母子保健情報連携対応（R５実証事業の範囲）

制度改正

○令和５年度のPMH実証事業の結果を踏まえて、機能・帳票要件（別紙２－１）、管
理項目（別紙２－２）の見直しを行った。
・2.0版時点の機能要件を詳細化したかたちで追記
・2.0版時点の機能要件を削除
・PMHとのAPI連携仕様に沿い「自治体別受診券ID」「自治体別乳幼児健診ID」の管
理を追加
・適合基準日は「令和８年４月２日以降の日付で検討中」としている
など

4

【母子保健】
妊婦のための支援給付対応

※これまで「出産・子育て応援交付金対応」と表記していましたが、
再掲資料含め、法律に基づいた「妊婦のための支援給付」に表記
を修正しております。

制度改正

○妊婦のための支援給付支給情報の管理について、機能・帳票要件（別紙２－１）、
管理項目（別紙２－２）への追加を行った。
・妊婦のための支援給付支給状況について、機能要件を追加
・妊婦のための支援給付支給状況について、管理項目を追加
など

○ 各検討論点に対する標準仕様書3.0版案で対応した内容は、以下のとおりである。
（具体的な対応内容は、第９回WTの検討概要（令和６年８月６日）を参照してください）
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１．標準仕様書3.0版案のおもな対応概要（２/２）

№ 検討の論点
見直しの
契機

標準仕様書3.0版案の対応内容

5
【共通】
後期高齢支援システムの改版を踏まえた見直し

制度改正
以外

後期高齢者医療システムにおいては、被保険者情報は広域連合のシステム情報を
連携することを原則とし、庁内システムとのデータ連携は実装オプションと整理されて
いる。健康管理システムとしては、標準仕様書1.1版ベースで検討が進められている
ところ、連携要件をIFから変更するのは影響が大きいと想定されるため、広域連合と
の連携を実装オプションとして追加を行った。また、後期高齢との整合性を考慮し、広
域連合連携を実装する場合は、庁内連携（連携要件による連携）はオプション要件
とできるよう、修正を行った。

6
【共通】
障害者福祉システムの改版を踏まえた見直し

制度改正
以外

令和６年３月に改版された障害者福祉システム標準仕様書3.0版にて、健康管理シス
テムとして障害者福祉の機能を導入している場合、情報を照会できる要件が追加さ
れたため、対となる情報提供要件を追加した。また自立支援医療（育成医療）の他業
務システムへの情報提供機能が追加されているため、障害者福祉システム共通から
切り出す機能要件に追加を行った。

7
【共通】
標準化PMOツール等からのご意見・ご質問等を踏ま
えた見直し

制度改正
以外

標準化PMOツールでいただいたご意見のうち、健康管理システム標準仕様書へ修正
が必要と判断した内容に対して仕様書を修正した。
・【生活保護システム及び生活保護版レセプト管理システムに健康診査情報を提供する】の適
合基準日を生活保護システムの適合基準日に合わせて「令和9年4月1日」に修正
・地域保健・健康増進事業報告のための管理が不足していたため、必要な項目を追加
・歯周病マニュアル2015及び2023を踏まえた項目の追加・修正
など

8
【共通】
基本データリストとの整合対応

制度改正
以外

基本データリストと相違のあった箇所について、デジタル庁と連携をとりながら、別紙
２－２管理項目の修正や、基本データリストの修正依頼を行った。
・「実施報告書（日報）情報」の管理項目と基本データリストの内容に不整合があったため修正
など

9
【共通】
横並び調整方針対応

制度改正
以外

デジタル庁からの横並び調整方針の対応として、帳票要件のうち、帳票ID単位で帳
票を示す資料において、適合基準日の欄を設け、実装必須機能とされている帳票要
件については、適合基準日を明示した。

10
【共通】
その他・事務局にて認知した修正点など

制度改正
以外

検討会構成員・関係省庁からの、ご意見・ご質問等を踏まえた機能の見直しや、事務
局にて認知した修正を行った。
・別紙２－２ 管理項目の精査
・別紙３ 帳票詳細要件の実装項目の修正
など
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２．全国意見照会の結果（回答団体数と意見数）（１/２）

○ 全国意見照会（令和６年６月24日（月）～７月９日（火） ）のご意見は、133 団体より1,492 件寄せられた。

自治体
分類

【予防接種】

予防接種事務デジタル
化対応

【予防接種】

五種混合ワクチン、新
型コロナワクチンの定

期接種化対応

【母子保健】

母子保健情報連携対
応（R５実証事業の範

囲）

【母子保健】

妊婦のための支援給付
対応

【共通】
その他ご意見

合計

団体数 意見数 団体数 意見数 団体数 意見数 団体数 意見数 団体数 意見数 団体数(実) 意見数

指定都市
（20） 19 350 10 11 14 41 13 31 11 61 19 494

中核市
（62） 20 51 1 2 5 11 62 17 12 24 25 105

特別区
（23） 16 429 14 16 13 36 23 18 8 31 16 530

市町村
（1,636） 52 199 22 26 23 39 19 33 31 66 73 363

合計
（1,741） 107 1,029 47 55 55 127 117 99 62 182 133 1,492

8/6WT/ベンダ分科会

資料３の再掲
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○ 1,492件のご意見のうち、129件に対して3.0版案へ反映している。

２．全国意見照会の結果（回答団体数と意見数）（２/２）

対応方針

【予防接種】

予防接種事務デジタ
ル化対応

【予防接種】

五種混合ワクチン、新
型コロナワクチンの定

期接種化対応

【母子保健】

母子保健情報連携対
応（R５実証事業の範

囲）

【母子保健】

妊婦のための支援給
付対応

【共通】
その他ご意見

合計

3.0版案へ反映 23 39 35 19 13 129

意見へ回答し完了 1,005（※） 16 91（※） 23 161 1,296

継続検討 1 0 1 57 8 67

合計 1,029 55 127 99 182 1,492

※「予防接種事務デジタル化対応」および「母子保健情報連携対応（R５実証事業の範囲）」については、制度やデジタル化のフロー、仕様に対するご意見が多数挙がりました。

これらに関しましては、意見照会としては厚生労働省、またはこども家庭庁へ申し送りをしたため、意見へ回答し完了のステータスとしておりますが、各省庁にて継続検討が進

められております。

8/6WT/ベンダ分科会

資料３の再掲
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３．８月WT・ベンダ分科会後の標準仕様書の変更点（１/４）

№ 検討の論点 1.1版案への反映内容と残課題

1 WT意見
８月６日開催のWT・ベンダ分科会後の意見集
約の内容、3.0版案への反映内容

52件の意見について、意見集約を実施した。
対応方針の内訳は以下のとおりである。

対応方針 意見数

1.標準仕様書【第3.0版】案へ反映 7

2.標準仕様書【第3.1版】案に向けて整理 3

3.意見へ回答し完了 40

4.継続検討（機能・帳票要件） 1

5.継続検討（データ要件） 1

合計 52

○ 各検討論点に対して、標準仕様書3.0版案で対応した内容、及び継続検討事項は、以下のとおりである。

※おもな変更内容は、
７頁以降に記載
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３．８月WT・ベンダ分科会後の標準仕様書の変更点（２/４）

No 概要 3.0版案の変更内容

1

＜意見集約一覧No12＞
適合基準日について、セルへの入力値が西暦
（2026/4/1）となっている部分があったため、和暦
（令和８年４月１日）での入力に修正した。
※表示上の変更はありません。

左記のとおり

2

＜意見集約一覧No14＞
2.0版以降の要件については、適合基準日列が空白
とならないように整理した。
・実装必須：「適合基準日」
・標準オプション：「標準オプション機能であるため未
規定」

左記のとおり

3

＜意見集約一覧No25＞
誤字修正
地区町村コード
↓
市区町村等コード
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３．８月WT・ベンダ分科会後の標準仕様書の変更点（３/４）

No 概要 3.0版案の変更内容

4

＜意見集約一覧No40＞
備考欄に記載している「適合基準日に関しては関係
省庁と調整中となります」が不要なため削除した。

機能ID0190602
機能ID0190603
機能ID0190604

5

＜意見集約一覧No43＞
別紙４ 帳票レイアウトのインデックスの記載誤りを
修正した。

05.風しん追加的対策クーポン券
↓
015.風しん追加的対策クーポン券
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３．８月WT・ベンダ分科会後の標準仕様書の変更点（４/４）

No 概要 3.0版案の変更内容

6

＜意見集約一覧No47＞
運用に則して、連携頻度＝リアルの要件を削除した。
機能ID0190573

以下要件を削除した。

7

＜意見集約一覧No48＞
PMHに関する項目についてわかりにくいとのご意見
を踏まえ、当該項目に対して、補足説明を追記した。

8

＜デジタル庁からの指摘＞
歯周病検診マニュアル2015の検診票項目にのみ存
在する項目で不足していた項目を追加した。
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４．継続検討事項

No 検討の論点 見直しの契機 公開方法 公表時期 検討時期

1 【予防接種】予防接種事務デジタル化対応 制度改正

３．１版 R７年１月
10月WTで
提示

2 【母子保健】妊婦のための支援給付対応（Ｒ６年８月改定以外の範囲） 制度改正

3 【母子保健】令和７年６月のデータ標準レイアウト改版に伴う、管理項目の見直し対応 制度改正

4 【共通】特定健診等システム標準仕様書1.0版公開を踏まえた見直し 制度改正

5 【母子保健】母子保健情報連携対応（R５実証事業以外の範囲）
※養育医療や産婦健診などは、R6の実証事業の結果も踏まえ機能追加予定

制度改正

３．１版
以降

R７年１月
以降

10月WT
以降で提示

6 【母子保健】電子版母子健康手帳ガイドライン検討会に伴う対応 制度改正

7 児童福祉法等の一部改正（児童福祉関係事業の追加）
こども家庭センターの設置等に伴い、システムで必要とされる機能等について検討。

制度改正 未定

○ 継続検討事項は、現時点で以下のとおりである。
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